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伝統中国社会と廊橋
──明清時代の福建を中心として──

講演者：三木 聰氏（北海道大学名誉教授）
日　時：2023年10月20日　15：10～16：40　
場　所：日進キャンパス１号館1301教室　

　講演者の三木聰氏は、長年にわたって中国明清時代に
おける福建の農村社会をフィールドとして研究を続けて
こられた研究者である。今回の講演では、三木氏が長年
関心を抱き調査を続けてきた廊橋について、中国の農村
社会における廊橋にはどのような存在形態があるのか、
また地域社会の中で如何なる意味を持ったのか、福建の
事例を中心に多くの写真と史料にもとづきながら、わか
りやすく講演して頂いた。以下、講演内容を発表レジュ
メをもとにまとめる。
　廊橋とは、屋根付きの橋のことで、ハリウッド映画「マ
ジソン郡の橋」にも登場する。廊橋という呼称は、1940
年代に中国の建築史家の劉敦楨が命名したもので、それ
以前は、廊屋橋・屋橋・棚橋・亭橋・風雨橋などと呼ば
れていた。日本では屋形橋・鞘橋・呉橋と呼ばれ、愛媛
県内子町の田丸橋など四国地方にある。また欧米では家
橋・Covered Bridgeと呼ばれ、フィレンツェのヴェッキ

オ橋が有名である。
　中国における廊橋に関する研究は、おもに建築史の分
野からはじまり、その後、人文社会的側面を重視した研
究が登場した。研究の結果、廊橋の機能には、社交空間・
祭祀空間・商業空間・風水機能・標識機能などがあるこ
とが明らかとなった。また日本では、地域社会における
橋梁の研究が行われ、民間の公共事業として橋梁の建設
が行われ、それによって交通路が確保され、市街が形成
されるといった一連の過程が明らかにされた。
　2000年現在、福建に現存する廊橋は271橋。そのうち
寧徳市にある万安橋は中国最長の木拱廊橋で、北宋の元
祐５（1090）年に建てられ、1954年に再建されたが、
2022年に焼失した（写真）。他方、明清時代の地方志か
らも福建にあった廊橋の情報を遡及的に収集することが
できる。地方志に登場する廊橋は、絵図に記されるもの、
橋名一覧に登場するもの、橋記として記録されるものの
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三種がある。例えば、橋名一覧の例として、天啓『邵武
府史』には「長春橋に到る。蓋し往来の要津である。以
前はわずかに渡し船を設けるだけであったが、増水に遭
うと船頭はたじろぎ、咫尺の間も千里のようだった。
……また数年がたち知府の李之用・同知の鐘万春・推官
の趙賢憲・知府の周之基が相次いで事業を担い、今の所
に建造した。橋の墩の数は15、梁は木材を、アーチに
はレンガを用い、橋を亭屋で覆った。長さは102丈５尺
（約340ｍ）、広さは２丈３尺余（約7.7ｍ）である」と
書かれている。
　廊橋の商業空間について地方志から、廊橋の中あるい
は袂に、常設の店あるいは定期市が開かれ、店舗から店
祖という税を徴収し、それを橋梁の維持・修復費用にあ
てていたことがわかる。なかでも汀州府城門外にある済
川橋の袂には、水東街という一大マーケットがあり、江

西米の集散地として、江西の米が集まり、広東に流通す
る一方、広東からは塩がここに集められたのち江西各地
へと流通した。
　廊橋の祭祀空間として地方志から、橋中に観音大士が
12例、真武大帝が６例、文昌帝君など３例、五顕大帝
１例、臨水夫人１例、不明３例が確認でき、おもに道教
の神が祀られていたことがわかる。
　このように明清時代の福建における廊橋の存在形態
は、おもに当該期の地方志によってある程度は復元可能
である。また廊橋の役割として、商業空間・祭祀空間と
しての側面を見出すことができる。
　今回の講演では、廊橋を題材に歴史学的にどのように
迫ることができるのかを、現地調査と史料分析をもとに
具体的に提示して頂いた。参加した学生にとって大変有
意義な講演会になったことは疑いない。 （松下憲一記）



天平楽府の公演風景

31─　　─

シルクロードから正倉院へ
──古今の楽器と音楽を知る──

講演者：古川はるな氏（フルート・横笛奏者）、鮑捷氏（中国琵琶奏者）、銭騰浩氏（笙奏者）
日　時：2023年11月29日 15：10～16：40　 場　所：日進キャンパスけやきテラス３階　　　

　正倉院に伝わる宝物の中に、中国の唐、日本の天平時
代に奏でられていた楽器がある。螺鈿紫檀五絃琵琶など
が特に有名だが、そうした楽器を復元し、それを利用し
て当時の楽曲を演奏する「天平楽府」という楽団が
1993年に結成された。それ以来、この楽団は東京国立
博物館や奈良国立博物館をはじめとする国内各地、さら
にはアメリカや中国各地で演奏会を行っている。今回は
その楽団で横笛を担当されている古川はるな氏と、笙を
担当されている銭騰浩氏、それに、楽団のメンバーでは
ないけれども中国琵琶の奏者である鮑捷氏の３人を招い
て、シルクロードから正倉院、そして現代へとつながる
楽器の系譜と音楽の伝統、さらにはその楽曲に込められ
た思想について、演奏を交えながらご講演いただいた。
　まずは、３人が即興で合奏しながら入場された後、古
川氏によって３つの楽器についての簡単な紹介がなされ
た。横笛は古代インドが発祥と言われており、西洋では
フルートを生み出す一方、東洋では特に大きな変化は起
こらなかった。ただし、横笛の中でも短いものは日本特
有のものである。琵琶はその原型が古代ペルシャで生ま
れた後、西洋ではリュート、東洋で琵琶となった。笙は
中国で生まれたものが、西洋ではアコーディオンへと発
展したとのことである。
　次いで、古川氏が改めて横笛の説明とともに、天平楽
府を率いる劉宏軍氏が天平時代をイメージして作曲した
「飛

ひせんいん

仙引」と「鳥の鳴
なるうた

歌」を２種類の横笛で独奏し、鮑

氏が同様に、中国琵琶の説明を交えながら鞠士林氏作曲
の「春

しゅんこうかげつのよ

江花月夜」と王慧然氏作曲の「彝
いぞくぶきょく

族舞曲」を独奏
された。また、銭氏は胡天泉氏と董洪徳氏の合作の
「鳳

ほうおう

凰展
てん し

翅」を現代中国の笙で、また、海沼實氏が作曲
した童謡の「里の秋」を正倉院に伝わる笙の復元楽器で
独奏するとともに、古代の笙と現代中国の笙との違いを
解説された。
　その後、再び３人の合奏で３曲が披露された。最初に
演奏されたのは、敦煌莫高窟で発見された楽譜を劉宏軍
氏が復元した「急

きゅうきょくし

曲子」であり、かつてシルクロード
のオアシスで生活していた人々の喜びを感じさせる明る
く楽しい曲調のものであった。次に、平等院鳳凰堂の壁
面を飾る雲中供養菩薩や、衆生来迎図に描かれている菩
薩たちによって奏でられたとされる極楽浄土の音楽をイ
メージして劉宏軍氏が作曲した「仏

ふつ

国
こく

残
ざんしょう

照」が奏でら
れた。ゆったりとした曲調は、平安時代に生み出された
日本独特のものとのことである。そして最後に、敦煌の
壁画に描かれている天女の舞や、シルクロードの舞人た
ちがアップテンポでくるくる回りながら踊る胡

こ せ ん ぶ

旋舞をイ
メージして劉宏軍氏が作曲した「夢

ゆ め こ ぎ

胡伎」が演奏された。
この曲は、「仏国残照」とは対照的に、聞いている者も
思わず身体を動かしたくなるような陽気なものであっ
た。
　普段聞くことのできない伝統的な楽器で、日本の雅楽
や舞楽の源流ともいえる1200年前の日本の、そして東
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演奏中の左から古川氏（横笛）、鮑氏（中国琵琶）、銭氏（中国笙）

左から古川氏、鮑氏、銭氏
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アジアの音楽を鑑賞することのできる貴重な時間となっ
た。聴講した学生たちのアンケートからも、なかなか触
れることのできない素敵な音楽を鑑賞できて、楽しくも
得難い講演会（演奏会）であったとの意見が一様に認め
られたことは、主催した日本文化学科として大変にうれ

しい成果であった。ちなみに、天平楽府のコンサートは、
愛知県内では一般の聴衆向けには未だ行われていないと
のことである。是非とも愛知学院大学でその演奏を楽し
む機会を持てることを願ってやまない。 （木村文輝記）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


